
IP OVER CCSDS SPACE LINKS
「CCSDSスペースリンクにおけるインターネットプロトコル（IP）」

【概要】

本推奨規格は、CCSDSスペースリンクにおけるインターネットプロトコル(IP)を定義するものである。本規格が扱うサービスはIPoC (IP over CCSDS) 
Serviceと定義される。
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【内容】

本書では、宇宙機と地上システム間の宇宙データリンク上でのIPプロトコルデータユニット（IP PDUs）の伝送方式を規定している。この伝送方式では、
送信側はIP PDUをIPoC Service SDUとして受け取り、これにIPEヘッダを付与してIPoC Service PDUへと変換する。IPoC Service PDUはカプセル化パ
ケットプロトコル(EPP: Encapsulation Packet Protocol)によりカプセル化され、スペースデータリンクに渡される。その後、受信側は逆の手順によりIP 
PDUまでの変換を行う。
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図2: IP PDUの伝送構造(IP PDUはIPE、EPPを経てCCSDS スペースリンク上を伝送される) 図3: 本推奨規格が扱う範囲

図1:データユニットの構造
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